






































































言葉に関する学習の言語小単元として，「コラム」の形で見開き 1 ～ 2 ページで説明
され，それが各学年にちりばめられる形を採っているということである。例えば，M
社の平成 23 年版教科書をみると表 1 のようになっている。
表 1・Ｍ社平成 23 年版教科書における「国語の特質」の扱い
第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年
かんじでかこう ( 数と漢字 )






































































表 2・本専攻における平成 24 年度教科「国語」に関わる授業科目
2　年　次 3　年　次 4　年　次
教職 教科教育法国語（必） （教職実践演習（必））
教科 国語学概論 A・B（必） 国語特論 A・B（選） 国語特論 C・D ※
 ※国語特論 C 及び D は平成 24 年度入学生より廃止。
23 年度入学生までを対象として特論 C・D が開講されているが，カリキュラム全
































































































































































































他の領域 ( 話す・聞く，書く，読むなど ) の研究に比べれば，その割合は決して高くはない。
（6） 日本国語教育学会では 2010 年の第 73 回国語教育全国大会において大学部会のシンポジウム
として「国語の特質を学ぶ―「実の場」での体験を通して―」を開催した。コーディネーター
は文部科学省の山下直氏，シンポジストは小学校代表として坂本喜代子氏，中学校代表として
中島聖巳氏，高等学校代表として平田知之氏，大学代表として島田康行氏が登壇している。こ
こでも山下・島田両氏が全国大学国語教育学会の発表者と重複している。しかし，現場レベル
の学会でこのテーマが取り上げられたことは意義深い。
